












































































































The 2011 Okayama Prefectural Culture Prize (Academic Category)
岡山大学名誉教授
Professor Emeritus, Okayama University
岡田　　茂
Shigeru Okada






Deputy Minister Dr. Paing Soe，
DMR-LMの Director General, Dr Khin 
Pyone Kyi，Department of Medical 





　下野クリニック（Hlaing Thar Ya Rural 
Health Centre），Thidar Myain Subclinic
（NPOの募金による），茜クリニック
（Khlauk Chauke Subclinic），Ah Lin Yaung
南川 Clinic（Boat Ta Loke Subclinic），と
きわ /岡コンクリニック（Kalawel Rural 













































2012年１月　保健大臣Dr.Pe Thet Khin（中央）と副大臣Dr. 
Myat Mayt Ohn Khin を囲んでの昼食会，氏家教授とNPO救
命オカヤマのグループと共に
ネピドー総合病院にて手術指導中の岡大形成外科グループ
185
わないように心から祈っています．
　欧米，日本からの経済封鎖の続い
ていたミャンマーではこの間経済的
にも，政治的にも中国の影響が支配
的でした．それから，意外に思われ
るかもしれませんが，ヤンゴン国際
空港では韓国人の姿が目立っており
ました．彼らは以前からミャンマー
の将来を見込んで多大な投資をして
きたということも判ります．日本の
JICAに相当する韓国のKOICAの
活動ぶりを見ていますと，JICAの
現地での活動には歯がゆい思いがし
ておりました．
　日本では太平洋戦争の記憶が薄れ
ると共に，ミャンマー（ビルマ）の
事を知っている日本人も少数となっ
てきました．私はこれまで講演会な
どの機会ごとに親日的なミャンマー
の真の姿をお知らせするように努め
て参りました．彼らは植民地からの
独立を助けた日本人を忘れていませ
んし，その日本人を泣かせたファシ
スト日本も忘れていません．これら
の歴史は小学校でも教えているとい
う彼らです．最近の情勢から，ミャ
ンマーに関心を持って下さる方も増
えてきて，嬉しく思っています．
　折角頂いた岡山県文化賞にも応え
るための今後ですが，先に述べまし
た活動をより活発に引き継ぐと同時
に，岡山大学病院関連の先生たちに
ミャンマーでの医療技術指導者とし
て活動して頂く場所を設置する，と
いう夢を持っています．ミャンマー
は伝統的にはイギリスで修練したと
いう指導者が力を握っていました．
しかし，この伝統にも長期にわたる
断絶があり，その次の指導者がいま
せん．多くの教授は定年を過ぎても
暫定的にその席に残っている有様で
す．次の世代は新しい知識，技術に
飢えています．その人たちを次世代
の指導者として育てるのはこれまで
実績を積んできた岡山大学をおいて
はありません．私たちのNPOも発
展し，今年の６月１日より岡山県で
３番目となる認定NPOとして国税
庁長官より認定を受けました．是非，
今後のご支援をお願いいたします．
平成24年６月受理
〒700ﾝ8558　岡山市北区鹿田町２ﾝ５ﾝ１
岡山大学大学院医歯薬学総合研究科病原細菌学
電話：086ﾝ235ﾝ7158　FAX：086ﾝ235ﾝ7162
Eﾝmail：dragon40＠beach.ocn.ne.jp
